
       

 

 

子どものことばに込められた思いとは 
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日々、何気ない生活の中で私たちおとなは、子どもたちの会話やつぶやきに、一体どれだけ耳を傾け

られているでしょうか。現在、コミュニケーション能力の低下が指摘されています。しかし、こうした

要因の一つとして、私たちおとなが、幼児期の子どもに対して、気持ちが通い合っていない会話を経験

させてしまっているとは考えられないでしょうか。 

 先日、とある幼稚園で３歳児の女児 A ちゃんが砂場で私に「はい。A ちゃんちの特製カレーライスで

す。どうぞ」と手渡してくれました。すると、その様子を近くで見ていた B ちゃんが、しばらくして「た

こ焼きできたよー」と、私の目の前にプラスチック製の赤色のお皿に、ピンポン玉くらいの大きさをし

た６つの泥団子を縦３×横３に並べて、差し出してきました。私が「わぁ、おいしそう。食べてもいい

ですか？」「これなに味ですか？」と B ちゃんとのやり取りを楽しんでいると、A ちゃんも B ちゃん同

様、赤色のお皿にピンポン玉大の泥団子を縦３×横３で再現し、「私もたこ焼きできるよ」と差し出して

きました。この時、私は、「A ちゃんって、何でもできるんだねー。お母さんみたい」と応答したのです

が、A ちゃんは一気に顔を強張らせて、「いーえ。いまはたこ焼き屋です」といって、その場を立ち去っ

てしまいました。 

 この時、私は A ちゃんに、先程の遊びを継続させるつもりで、『A ちゃん＝何でもできるお母さん』

と表現したのですが、A ちゃんにその思いは届かず、むしろ、A ちゃんの気分を害することになってし

まいました。今思えば、もし私が A ちゃんの「私もたこ焼きできるよ」の『も』というつぶやきに、も

っと気持ちが向けられていれば、きっと「これ（たこ焼き）いくらですか？」「もっとたくさん（たこ焼

き）作ってくれますか？」等、お母さんではなく、差し出されたたこ焼きに焦点を当てる等して、別の

対応が取れたはずです。しかし、あの時の私は別の対応が見つからず、A ちゃんの気持ちを満たすこと

はできませんでした。 

子どもの気持ちを理解することの大切さは以前からささやかれていますが、今回の事例のように、お

となが発した中身のない言葉だけが独り歩きしてしまい、子どもの思いを汲み取ることができていない

場面は、結構あるのではないでしょうか。そんなことを考えさせられる一場面でした。 

おとなであれ、子どもであれ、自分の思ったことや感じたことを他者に伝えるためには、自分の話し

言葉を相手がどのように受け止めてくれたのか、その反応をうかがいながら次の言葉を考えていきます。

中でも年齢の低い幼児期の子ども達は、こうした経験を繰り返しながらコミュニケーション能力を培い、

豊かな人間関係を育んでいくようになっていくのです。私たちおとなの言葉がけ、子どもの気持ちに即

した言葉になっているかどうか、いま一度、見つめ直す必要性があるのではないでしょうか。  
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   隣接する「学びの森（自然公園）」の木々が見事に色づき紅葉

が見ごろを迎えています。夏の間は木陰が心地良かった公園です

が、秋はイチョウもトウカエデなど見事に赤や黄色に！！ 

色づいた落ち葉の上を歩くのも楽しいもの。その中からお気に入りの 

一枚を探すと更に楽しくなります。 

 また、ふと目を周りに移すとシイノキもたくさん点在しています。 

シイノキはとてもたくさん実をつけるので、木の下に行けば小さなお 

子さんでも容易に見つけられすぐに両手いっぱいになるほどです。 

枯れ草や枯れ枝拾いも子どもにとってはワクワクするほど楽しい遊 

びです。秋の戸外も楽しいですよ！ 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                               

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 秋の催し 「学びの森フェスティバル」＆「プロムナードコンサート」  

ラ・ルーラ内では 

読み聞かせ 

11:00～ 

13:00～ 

 

秋の戸外のお楽しみ！  

「学びの森 フェスティバル」 

11 月 3 日（金・祝） 
 時間： 10:00～15:00  雨天決行 

場所： 中部学院大学各務原キャンパス 

及び 学びの森 

「音楽のおくりもの」 

１２月２３日（土・祝） 
 時間： １４：００開演  １３：３０開場 

会場： 各務原市民会館 

       （各務原市蘇原中央町 2-1-8） 

入場無料 入場整理券が必要です 

ラ・ルーラにも準備しています。 

詳しい内容は次号でお知らせします。 

 

出演：子ども教育学科 

3年(総合表現活動受講生) 

 幼児教育学科 2 年 

只今猛練習中！ 

 
マリンバアンサンブル・合唱 

ハンドベルによるマスリンギング 

うたと動きによる表現 など 

 
遊び広場 

屋台・展示など 

たくさんの催しがあります 



 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学生実習 幼児教育学科・学内発表会（授業） 

絵本･お話の世界を楽しむ！  親子で絵本を 

 ラ・ルーラには就学前のお子さんを中心とした絵本がたくさんありますが、特に１歳 

前後の赤ちゃん向けの絵本は充実しています。乳児用の本では、ページがめくりやすく 

破れにくいよう厚紙を使用した絵本を数多く揃えています。(角も丸くなっています) 

ですから、絵本のページをめくって楽しんでいるお子さんも良く見かけます。本が逆さまであろうが、

終わりからであろうがお構いなしに、ただただページをめくり絵が変わって行くことを楽しんでいるよ

うです。こんな楽しみ方が、絵本に触れながらブックスタートのような気がします。 

この頃は最後までお話が聞けなくても、好きなページだけしか見なくても大丈夫！物語(文字)よりもペ

ージをめくることをどうぞお子さんと一緒に楽しんでください。 

 

  

  絵本は「大人が読んであげるもの」 絵本の面白さ・楽しさを繰り返し伝えていけば「絵本はおもし

ろい！楽しい！」と感じるようになり、自分から本に触れ本が好きになっていきます。まずは“絵本っ

ておもしろいなぁ”と感じられるような体験が必要です。「本を読む子に育てたい」という願いがあって

も、実際は「ちっとも本に興味がなくて…」という声もよく耳にします。良質な絵本をたくさん用意し

ても絵本の面白さを体感しないと無駄になってしまいます。 

 ５分もあれば絵本は読めます。絵本を読んであげる時間は、誰にでもいくらでも見つかります。寝る

前のほんの短い時間で構いません。「絵本の時間」をつくりましょう。ママと(大好きな大人と)一緒に過

ごした楽しい時間は必ず子どもの心に深く残ります。そしてこの楽しさは子どもの成長とともに育ちそ

れが本への興味へと繋がっていきます。小さなお子さんだけではありません。少しずつ字が読めるよう

になる４～５歳児でも絵本を読んでもらうひとときは大好きで「必要」です。好きな音楽を何度でも聴

くように、お気に入りの絵本が見つかり「何度でも読んでもらいたくなる」 なんてステキなことでし

ょう。 

さあ、今夜から始めてみませんか？ きっとその時間は、気持ちが寄り添いあってとても 

楽しい幸せなひとときになることでしょう。 

 

 

  

 

短期大学部幼児教育学科 1 年生
の学生がゼミ単位で、午前中見学
実習に入ります。 

 実習日時 

11 月 29 日（水） 

12 月 6 日（水） 

12 月 13 日（水） 

12 月 20 日（水）  
ゼミ毎に発表があったり様々です
よろしくお願いします。 

 

  

 

幼児教育学科 ラ・ルーラ見学実習 

 

  

 

子ども教育学科 学内発表会 

 

  

 

教育学部教育学科 2 年の学生が「保育内容演習
ⅤＢ(音楽表現)」の授業にて学内発表会をグロー
リアホールにて学内発表会を開きます。 

 

11 月 9 日（木） （13:40～） 
ミュージックベル演奏 

  曲目「星に願いを」「ジングルベル」「さんぽ」 

「小さな世界」 

ミュージックベル演奏 
曲目「おもちゃの交響曲第一楽章より」 

「クシコスポスト」「オブラディオブラダ」 

オペレッタ(音楽劇) 

♪ブレーメンの音楽隊♪  
ロバ・おんどり・いぬ・ねこ・泥棒役になり 
ピアノ伴奏に合わせて歌ったり踊ったりします。 

子どもと一緒に絵本を楽しむ 

赤ちゃんと一緒に絵本を楽しむ 



    ＜ラ・ルーラ開設日＞火・水・木・金・土曜日 （時間 10:00～16:00） 

                 催しがあるときも ラ・ルーラ内では自由に遊べます。 

12 月の予定 

日 月 火 水 木 金 土 

          

1 

 

 

2 

作って遊ぼう 

11:00～12:00 

3 

休み 

 

4 

休み 

 

5 

 

 

6 

あそびの広場Ⅰ 

11:00～11:45 

7 

 

 

8 

移動図書館 

11:00～ 

9 

 

 

10 

休み 

 

11 

休み 

 

12 

 

 

13 

 

 

14 

あそびの広場Ⅱ 

11:00～11:45 

15 

 

 

16 

 

 

17 

休み 

 

18 

休み 

 

19  

クリスマス会 

12:10～13:10  

20 

 

 

21 

赤ちゃん集まれ 

11:00～11:45 

22 11:00 頃～ 

お母さんのための 

リフレッシュ講座 

23 

休み 

 

24/ 

31 

休み 

25 

休み 

 

26 

12 月の誕生会 

12:50～13:10 

27 

休み 

 

28 

休み 

 

29 

休み 

 

30 

休み 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                   
    

 
 
毎週土曜日 作って遊ぼう  工作遊び   「 クリスマスグッズ 」  
     空き箱などの廃材を利用してクリスマスグッズやオーナメントを作ります。 
 
６日 あそびの広場Ⅰ （１～３歳児対象）   「 紙で遊ぼう！ 」 
     紙を破ったり丸めたり、いろいろな遊びを見つけて親子で遊びます。 
   
８日 移動図書館 ・読み聞かせ   図書館スタッフによる 本の紹介と読み聞かせ 

 
14 日 あそびの広場Ⅱ （１～５歳児対象）   「 おもちゃを作って遊ぼう！ 」 
     ママと一緒に遊べるおもちゃを作り、そのあとみんなで遊びます。 
 
19 日 ラ・ルーラクリスマス会    学生主催のクリスマス会です。 
     申し込み開始は 12 月 1 日より。  詳細は来月号でお知らせします。 

 
21 日 赤ちゃん集まれ （０歳児対象）  親子ふれあい遊び ＆ 交流  
 
22 日 お母さんのためのリフレッシュ講座     「 冬の  ポップアップカード作り 」  
     冬に飾れるカード作りをします。その他ご希望があれば個々に応じます。 

 

26日 誕生会    12月生まれのお友達を みんなで祝います。 
 

火曜日 及び 金曜日(冬休みの為不定期) 吹奏学部の学生によるランチタイムコンサート 

（授業等により変更になることもあります） 

12月27日～2018年1月4日までは年末年始のためお休みします。 

 
尚、各行事・催しは定員 15～20 組、準備のため事前参加申込みが必要です。 

催しに参加されない方は申し込みの必要はありません。いつでもご自由におこしください。 
お問い合わせ先 TEL：０５８－３７５－３６０５  FAX：０５８－３７５－ 

12 月の行事 ＊ 内容紹介 


